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昌
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屈
ｇ
ｏ
目
。
ご
胃
門
①
猪
二
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具
ｚ
農
○
口
．
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闇

②
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①
弓
昌
の
島
ｏ
旨
匙
‐
妙
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弓
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鼻
言
切
巨
の
①
⑦
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扁
炭
巳
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己
巨
”
ｏ
哩
甸
‐

南
洋
庁
施
政
十
年
史
長
官
官
房
昭
和
七
年

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
民
族
誌
松
岡
静
雄
河
出
書
房
昭
和
十
八
年

南
島
巡
航
記
鈴
木
経
勲
経
済
新
報
社
明
治
二
十
六
年

（
総
合
太
田
病
院
高
等
看
護
学
院
）

ロ
９
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円
匡
ご
函
寸

呉
＠
つ
四

○
産
業
報
国
会
関
係
略
年
譜

理
年
７
月
支
那
事
変

、
月
全
日
本
労
働
総
同
盟
が
罷
業
絶
滅
宣
言

Ｊ

昭
年
４
月
財
協
調
会
・
時
局
対
策
委
員
会
が
「
労
使
関
係
調
整
方

く

策
要
綱
」
を
作
成

７
月
産
業
報
国
連
盟
創
立

８
月
厚
生
・
内
務
両
省
次
官
の
地
方
長
官
あ
て
迅
牒
「
労
資

関
係
整
調
方
策
実
施
二
関
ス
ル
件
依
命
迅
牒
」
ｌ
各

事
業
所
ご
と
に
産
業
報
国
会
を
設
置
す
る
よ
う
勧
奨

「
事
業
主
・
従
業
員
双
方
を
含
め
た
る
全
体
組
織
、

労
組
解
散
を
要
せ
ず
」
と
の
見
解
発
表

哩
年
４
月
各
府
県
に
産
業
報
国
会
聯
合
会

ｎ
月
総
同
盟
の
分
裂

巧
年
７
月
総
同
盟
の
解
散

産
業
報
国
会
関
係
資
料
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３
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加
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月
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月月

11

月

大
日
本
産
業
報
国
会
設
立
（
産
業
報
国
連
盟
解
散
）
総
裁

に
厚
生
大
臣

大
政
翼
賛
会
発
足

京
都
の
重
工
業
十
一
社
が
産
業
報
国
会
共
同
施
設
と
し

て
「
京
都
工
場
保
健
会
」
を
設
立

「
京
都
工
場
保
健
会
」
が
会
員
会
社
の
採
用
時
健
康
診

断
を
開
始

「
京
都
工
場
保
健
会
」
に
民
間
初
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が

完
成
、
巡
回
結
核
健
診
を
開
始
、
受
診
者
五
、
五
七

六
名
中
に
結
核
患
者
四
六
五
名
（
８
虫
％
）
を
発
見

「
京
都
工
場
保
健
会
」
に
診
療
所
完
成

太
平
洋
戦
争

大
日
本
産
業
報
国
会
が
大
政
翼
賛
会
の
傘
下
に
、
総
裁

は
総
理
大
臣

「
京
都
工
場
保
健
会
」
に
結
核
対
策
と
し
て
「
療
養
指

導
所
」
を
開
設

「
京
都
工
場
保
健
会
」
に
結
核
対
策
と
し
て
「
健
民
修

練
所
」
を
開
設

終
戦

９
月
大
日
本
産
業
報
国
会
解
散

○
産
業
報
国
会
に
二
つ
の
評
価

財
団
法
人
・
京
都
工
場
保
健
会
は
、
戦
時
下
の
産
業
報
国
会
共
同

施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
産
業
報
国
会
に
関
連
し
た
施
設
で
、
現

在
も
な
お
活
動
を
続
け
て
い
る
も
の
は
、
財
団
法
人
・
労
働
科
学
研

究
所
と
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
と
も
に
、
敗
戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
必
然
性
が
あ
っ
た
と
い
え

る
。

ま
た
、
産
業
報
国
会
連
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
国
家
主
義
的
な

精
神
運
動
と
し
て
と
ら
え
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
か
ら
批
判
す
る
論

者
が
多
い
。
し
か
し
反
対
に
、
大
河
内
一
男
博
士
を
中
心
と
す
る
学

者
グ
ル
ー
プ
は
、
戦
後
に
わ
が
国
の
労
働
組
合
が
急
成
長
を
と
げ
、

し
か
も
そ
の
大
半
が
企
業
別
労
組
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
指
向
し
た
産
業

別
・
職
能
別
の
組
織
化
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
日
本
的
特
質

に
注
目
し
て
、
戦
後
の
労
組
の
発
展
は
戦
前
の
産
報
運
動
の
裏
返
し

現
象
で
あ
る
と
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。

産
業
報
国
運
動
関
係
の
資
料
は
、
本
部
関
係
に
つ
い
て
は
桜
林
誠

教
授
ら
に
よ
り
収
集
・
リ
ス
ト
化
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
。
し
か
し

地
方
産
報
会
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
資
料
の
発
掘
が
進
ん
で
お
ら
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ず
、
研
究
者
も
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
戦
前
の
産
報
運
動
と
戦

後
の
労
組
運
動
と
の
つ
な
が
り
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
資
料
発
掘
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
ょ

〆
珂
ノ
０

（
京
部
工
場
保
健
会
）

陰
陽
五
行
説
は
戦
国
来
か
ら
秦
漢
の
時
代
に
流
行
し
た
一
ヶ
の
時

代
思
潮
で
あ
る
。
政
治
の
分
野
や
倫
理
道
徳
、
更
に
は
日
常
生
活
の

タ
ブ
ー
に
至
る
ま
で
広
く
浸
透
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
代

に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
中
国
古
代
医
学
が
、
当
時
の
流
行
思
想

を
と
り
入
れ
て
、
そ
の
医
学
の
構
築
に
利
用
し
た
の
は
当
然
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。

通
説
に
よ
れ
ば
、
中
国
古
代
医
学
は
陰
陽
五
行
説
を
中
核
と
す
る

観
念
論
的
な
医
学
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
通
説
は
正
し
い
か
、
又
、

陰
陽
五
行
説
が
こ
の
医
学
の
中
で
如
何
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
る

か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
従
来
の
研
究
に
は
乏
し
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

私
は
素
問
霊
枢
の
文
章
に
即
し
て
、
五
行
思
想
が
こ
の
医
学
の
中

で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

中
国
古
代
医
学
に
於
け
る

五
行
説
に
つ
い
て

家

水
｡

こりい
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192（98）


